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表彰

市
を
挙
は
り
て

努
力
の
結
果

p
r

、、
輝今回
私
は
議
長
と
二
人
で
町
村
合
併
に
よ
る
優
良

市
と
し
て
、
総
理
大
臣
賞
を
ろ
け
に
上
京
し
ま
し
た

数
多
く
の
町
村
の
中
で
団
体
で
は
市
一
、
町
三
、

青
年
団
一
一
、
計
六
、
個
人
で
は
五
の
合
計
十
一
に
対

し
て
授
賞
さ
れ
ま
し
た
c

市
と
し
て
は
新
市
百
数
十

市
の
中
で
魚
種
だ
け
唯
一
っ
こ
の
光
栄
に
浴
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。

翌
日
宮
中
に
参
内
し
て
陛
下
よ
り
じ
き
p

ぐ

に

「
今
後
と
も
地
方
自
治
の
伸
展
の
た
め
一
層
力
を

尽
し
て
下
さ
い
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ρ

じ
ー
ん
と
身
も

心
も
ひ
き
し
ま
る
思
い
と
い
ふ
ま
し
ょ
う
か
、
感
激

と
い
ふ
ま
し
ょ
号
か
、
只
感
無
量
、
こ
れ
で
魚
崎
停
の

人
々
が
他
に
さ
き
が
け
て
、
す
L

ん
で
合
併
に
協
力
、

さ
れ
、
新
市
誕
生
後
も
市
民
あ
げ
て
カ
を
あ
わ
せ
て

今
日
迄
努
力
し
て
来
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
し
み
l
r
s

感
じ
ま
し
た
。

.
全
ぐ
こ
の
こ
と
は
魚
津
市
民
全
体
の
よ
ろ
こ
び
で

あ
り
、
名
誉
で
あ
り
ま
す
。
市
制
施
行
以
来
僅
か
に

二
年
半
、
ぞ
れ
は
夢
の
如
く
過
ぎ
ま
し
た
が
そ
の
間

幾
多
の
建
設
事
業
を
遂
行
し
、
い
さ
ふ
か
新
市
の
面

魚
津
市
長

金

光

邦

三

、、
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父

通

安

道
下
財
産
区
議
会
議
員

補

欠

選

挙

前
回
昭
和
二
十
七
年
八
月
二
一
般
選
挙
で
、
当
選
し
た
議
員
の

十
七
日
に
執
行
し
ま
し
た
魚
津
一
う
ち
=
一
名
欠
員
に
な
り
ま
し
た

市
道
下
財
産
区
議
会
議
員
の
一
一
の
で
、
そ
の
補
欠
選
挙
を
次
の

よ
う
に
行
い
ま
す
。

一
、
選
挙
期
日
告
示

十

月

十

四

日
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一
目
を
整
え
て
来
ま
し
た
が
早
く
も
そ
の
成
果
を
認
め
ら
れ
ま
し

一
た
こ
と
は
淘
に
感
激
に
堪
え
ま
せ
ん
。

一
し
か
し
新
市
建
設
の
た
め
、
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
事
は
向
山

一積
し
て
お
る
事
を
思
い
ま
す
時
、
と
の
栄
誉
を
は
づ
か
し
め
な

一
い
よ
う
一
段
の
努
力
を
い
た
す
覚
悟
で
御
座
い
ま
す
。

一

表
彰
の
こ
と
ば
に
も
あ
り
ま
す
よ
号
に
、
今
後
と
も
市
を
挙

一
げ
て
協
同
一
致
そ
の
経
営
の
実
を
あ
げ
る
た
め
、
市
民
各
位
の

二
層
の
御
協
力
を
お
願
す
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

状

表彰をうける市長と

表彰

弥

然
し
わ
れ
/
¥
が
い
ま
ひ
る
が
え
っ
て
、
市
政
の
現
状
を
省
り

み
吏
す
る
と
き
、
市
政
施
行
後
僅
か
ご
年
余
り
で
あ
る
関
係
も

あ
り
ま
し
て
新
市
建
設
の
計
画
も
未
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で

あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
な
お
、
な
す
べ
き
大
き
な
懸
案
が
山
積
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
早
く
も
今
回
の
表
彰
に
預

っ
た
こ
と
は
寧
ろ
お
恥
し
い
よ
う
な
感
じ
が
致
し
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
だ
け
本
市
の
責
任
が
重
い
訳
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
今

後
は
市
民
一
致
協
力
の
も
と
に
市
の
振
興
を
図
り
、
今
回
の
表

彰
を
厚
し
め
な
い
よ
う
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

終
り
に
今
回
の
表
彰
は
、
言
号
ま
で
も
な
く
合
併
に
よ
る
市

制
施
行
が
そ
の
礎
で
あ
っ
て
、
難
か
し
か
っ
た
合
併
を
、
而
か

も
他
に
魁
け
て
そ
の
推
進
に
献
身
的
努
力
を
な
さ
っ
た
諸
賢
に

対

L
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

全

動

月

運

-・園田・
・回・・

+ 

十

二
、
立
候
補
届
出
〆
切
期
日

十

月

十

九

日

=
一
、
選
挙
投
票
日
時

十
月
=
+
四
日
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で

四
、
選
挙
す
る
議
員
の
数

三

人

五
、
投
票
所

道
下
第
一
投
票
区

全
第
二
投
票
区

保
育
園

小
学
校

七六

美;道品
名の下票
簿選公所
挙，民
に館
使
用
す
る
選

①
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五

魚

津

執の

1j 道
下
財
産
区

議
会
と
は

① 
にあなす出ま十こ ロ イい名補にえ現昭理製月挙日
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市

議

会

九

去
る
九
月
三
十
日
市
役
所
で
市
議
会
定
例
会
が
聞
か
れ
、
次

の
讃
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
海
市

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

(
第
三
国
分
)

主
な
追
加
は

道
路
橋
梁
費

二
、
七
一
一
、
五
三
回
-円

小
学
校
費五
回

O
、
四

O
O円

農
林
土
木
費

、
八
0
0
、
0
0
0円

水
族
館
費一
一
二
六
、
九
一

O
円

元
利
償
還
金

一
、
二
八
八
、
入
四
一
円

償
還
金
四
五
六
、
一
一
一
一
一
一
一
一
円

雑
支
出
(
昭
和
二
十
六
年
度

旧
町
村
未
決
事
項
処
理
費
〉

一
一
、
六
二
五
、
一
七

O
円

二
負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

@
昭
和
二
十
六
年
度
旧
魚
津

町
の
未
決
事
項
処
理
費

金
三
二
六
八
二
ハ
九
四
円

-

-・圃・・
・圃・・・

本
市
が
去
る
十
月
一
日
町
村
合
併
に
よ
る
優
良
市
と
し
て
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
・
ま
し
た
が
、
全
国
で
合
併
に
よ
る

新
市
が
百
四
十
余
も
あ
る
中
で
、
唯
一
つ
此
の
光
栄
に
浴
し
た
匂

と
い
う
と
と
は
、
喜
び
と
感
激
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す

表
彰
の
内
容
は
「
魚
種
市
は
新
市
設
置
以
来
、
市
を
挙
げ
て

協
同
一
致
、
そ
の
経
営
に
力
を
つ
く
し
、
よ
く
新
市
建
設
の
突

を
あ
げ
、
そ
の
成
績
ま
こ
と
に
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
い

号
こ
と
で
あ
っ
て
、
本
市
の
町
村
合
併
後
の
市
民
の
協
力
に
よ
h

る
市
政
運
営
の
一
体
制
を
高
く
評
価
さ
れ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

日

@
昭
和
二
十
六
年
年
旧
魚
津

町
未
決
事
項
中
国
民
健
康

保
険
診
療
報
酬
の
処
理
費

金
五

0
0
、
0
0
0
円
也

@
昭
和
二
十
六
年
度
旧
上
中

島
村
の
・
未
決
事
項
処
理
費

金
五
八
七
、
三
三
三
円
也

@

同金
三
七
回
、
四
五
九
円
也

@
昭
和
二
十
六
年
度
旧
片
貝

谷
村
の
未
決
事
項
処
理
費

金
一
一
、
九
四
一
一
、
六
八
五
円

@
昭
和
二
十
六
年
度
旧
加
積

村
の
未
決
事
項
処
理
費

金
一
、
四
七
一
、
八
回
二
月

@
昭
和
二
十
六
年
度
目
天
神

村
の
未
決
事
項
処
理
費

金
四
九
九
、
七

O
一
円
也

@
上
中
島
小
学
校
々
地
買
牧

費
並
び
に
校
舎
増
改
築
工

事
費
金
五

0
0
、
0
0
0円
也

@
経
田
小
学
校
増
改
築
工
事

費
+ 
-
日

月
一
足

金
六
、
七
七

O
、
0
0
0円

一
、
予
算
外
義
務
負
担
を
な
す

の
件
「
右
負
担
付
寄
附
に
と

も
な
う
予
算
外
義
務
負
担
そ

の
他
一
件
」

一
、
市
債
の
う
ち
公
募
債
の
借

入
及
び
償
還
方
法
の
件

「借
入
金
額
金
八

O
O
万
円

以
内
、
上
水
道
事
業
費
に
充

当
の
た
め

一
、
市
有
土
地
無
償
貸
付
の
件

一
、
市
債
借
入
及
び
償
還
方
法

「
起
償
金
額
金
一
、
三
五

O

万
円
以
内
小
学
校
改
築
事
業

費
に
充
当
の
た
め
」

一
、
市
債
の
う
ち
公
募
債
の
借

入
及
び
償
還
方
法
の
件

「
借
入
金
額
金
一
五

O
万
円

以
内
」

一
、
魚
摩
市
農
地
及
び
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
事
業
分
担
金

条
例
設
定
の
件

「
農
林
委
員
会
附
託
さ
れ
た
」

一
、
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
費
員
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
む
る
の
件

ま

で

一
昭
和
二
十
九
年
度

共
同
募
金
の

御
依
頼
に
つ
い
て

…

本
年
度
の
魚
津
市
各
地
区

一

一
別
の
目
標
額
が
次
の
よ
う
に

一

…
き
ま
り
ま
し
た
り
で
何
卒
前

…

…
年
同
様
格
別
の
御
間
意
と
御

一

…
尽
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

…
二
=
、

0
0
0、
0
0
0円
一

富
山
県
目
標
額

一

五
八
四
、
二
七

O
円

一

魚
津
市
目
標
額

一

…
コ
ロ
七
三
一
口
円

魚

津
地
区

一

ニ五
J
一
一
一
口
円
下
中
島

H
H

--ニぷ
0
0
円

上

中

島

h
ゲ

ヨ一口、
o
a
o
円

松

倉

H
H

一
六
五
一
口
円
上
野
方

H
H

g
J三
口
円
下
野
方
a

H
H

エA
4
0
0
円

片

貝

M
H

三
、
五
人
口
円
加
寝

H
H

A
六
、
交
D

円

道

下

M
H

五百一

.80円
経

田

H
H

一六
J
一
=
一
口
円
天
神

H

H

l

一

ニ五、
A
E
一
口
円
西
布
施

例

会
1
・
「
運
営
協
議
会
委
員
に
次
の

1
者
を
選
任
す
る
じ
以
む
同
副

さ
れ
ま
し
た
」

窪

田

彦

治

徳

本

謙

治

関

口

昌

次

藤

井

弘

高

橋

実

住

吉

久

太

郎

浜

多

由

利

盛

永

五

作

一
、
魚
津
市
監
査
委
員
選
任
に

関
し
同
意
を
得
る
の
件

監
査
委
員
に

紙

谷

作

造

高

野

宗

維

を
選
任
す
る
に
同
意
さ
れ
ま

し
た

一
、
魚
海
市
公
平
委
員
会
の
委

員
選
任
に
関
し
同
意
を
得
る

の
件
公
平
委
員
に
大
谷
清
瑞

を
選
任
す
る
に
同
意
さ
れ
ま

し
た

一
、
魚
津
市
公
平
愛
員
会
の
委

員
補
欠
選
任
に
関
し
同
意
を

得
る
の
件

公
平
委
員
(
補
欠
)
に

寺
崎
良
平
を
選
任
す
る
に
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
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な
た
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と
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山

昭

和

二

十

九

年

度
定
期
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晶
十
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E
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A

m
闘

い

ル

痘
そ
う
」
及
び
「
ジ
フ
テ
リ
ア
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圃
l
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E

J

・
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・A
一
」
の
予
防
接
種
を
次
の
よ
う
に

-

J

一
実
施
致
し
ま
す
か
ら
、
該
当
者

叩

納

期

限

十

月

三

十

一

限

り

'

竺

は

漏
れ
な
く
受
け
て
下
さ
い
。

.

山

一

街

詳
し
い
こ
と
は
各
出
張
所

山

、

税

務

課

吋

か

ら

連
絡
が
あ
り
ま
す
。
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痘
の
対
象
者

L
生
後
三
ヶ
月
か
ら
生
後
十

一
一
ヶ
月
に
至
る
者

但
し
昭
和
二
十
八
年
九
月

一
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年

六
月
三
十
日
迄
生
れ
た
者

Z
小
学
校
入
学
前
六
ヶ
月
以

内
の
者

種
痘
、

「
痘
そ
、
フ
」
及
び
「
ジ
フ
テ
リ

ア
」

予
防
接
種
を
受
げ
ま
じ
よ、つ

白

倉

隠

道

・ザh
d

・-ぃ

待

望

t三，
ヌ己

の

(2) 

成

な

但
し
昭
和
二
十
三
年
四
月
但
し
昭
和
二
十
三
年
四
月

一
日
よ
り
昭
和
二
十
四
年

一
日
よ
り
昭
和
二
十
四
年

一
一
一
月
三
十
一
日
迄
生
れ
た

コ一月
三
十

一
日
迄
生
れ
た

者

者

与
小
学
校
卒
業
前
六

ヶ
月
以

一

&
小
学
校
卒
業
前
六
ヶ
月
以

内
の
者

-

一

内

の
者

二
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
対
象
者

三
寸
費
伺
t

L
生
後
六
ヶ
月
か
ら
生
後
十

一

l
種

痘

無

斜

一
一
ヶ
月
に
至
る
者

一

Z
ジ
フ
テ
リ
ア

一
四
十
円

'
但
し
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
四
、
接
種
回
数

一
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年

一

1.
種

痘

一
回

一
一
一
月
三
十
一
日
迄
生
れ
た
一

Z
ジ
フ

テ
リ
ア
一
一
一
回

者

一

但

し
種
痘
検
診
は
ジ
フ
テ

Z
小
学
校
入
学
前
六
ヶ
月
以

一

リ
ア
の
第
二
回
の
日
に
行

内

の

者

一

い

ま

す

ジ
ア
ア
リ
ノ
ア
予
防
接
種
実
施
日
割
表

丸
月
=
十
六
日
が
ら
十
月
十
固
ま
で

秩
父
、
高
怯
両
抱
殿
下
が
水

族
館
、

埋
没
林
館
に
御
来
館

企
三
十
日
ハ
木
〉

市
議
会
定
例
会
開
催

十
月
=
日
ハ
土
)

市
議
会
農
綜
委
員
会
開
催

企
玉
目
ハ
火
〉

市
農
業
委
員
会
定
例
会
開
催

企

七

日

(
水
〉

市
教
育
委
員
会
臨
時
会
開
催

企
八
日
ハ
金
)

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

丸
月
=
十
六
日
ハ
日
〉

市
長
外
関
係
者
が
黒
部
市
の

火
災
見
舞
の
た
め
黒
部
市
役

所
へ
出
張

企
=
十
八
日
(
火
〉

市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

市
教
育
委
員
会
臨
時
金
開
催

沢
潟
京
都
大
学
教
授
等
が
水

族
館
及
び
万
葉
遺
跡
を
視
察

の
た
め
来
市

山
形
県
楯
岡
町
蹟
会
議
員
が

行
政
視
察
の
た
め
来
市

企
=
十
九
日
ハ
水
)
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長
い
間
待
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
早
月
川
畔
と
角
川
と
を
結
ぶ
白
倉
隠
道
は
、
と
の
た
び
完

成
し
、
近
く
竣
工
式
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
市
内
に
、
は
じ
め
て
ト

ν
ネ
ル
が
出
来
た
わ
け
で
、
今
後
は
交
通
上
か
ら
だ
け
で

な
く
、

春
秋
の
行
楽
の
シ
1
ズ
シ
に
は
、
同
渓
谷
を
探
勝
す
る
人
々
を
も
楽
し
ま
せ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

こ
の
隠
道
は
延
長
四一

O
米
総
随
員
四
米
、
取
付
け
道
路
五
二
九
米
、

総
工
費
二
千
余
万

円
で
あ
り
ま
し
て
、
旧
松
倉
村
時
代
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
容
易
に
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
う
や
く
昨
年
暮
か
ら
早
月
川
合

口
事
業
の

一
環
と
し
、

重
要・
謹
業
道
路
と
し
て
着
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
今
後
は
早
月
川
上
流
の
鉱
、
虎
谷
は
勿
論
対
岸
の
蓑
輪
、
中
村
、
伊
折
等
と
市
の
中
心

街
と
の
交
易
が
楽
々
と
出
来
、
更
に
将
来
は
立
山
、

剣
山
観
光
道
路
と
し
て
の
重
要
性
も
加

わ
る
も
の
で
、
と
の
道
路
の
完
成
は
た
い
へ
ん
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

農

産

物

品

評

会

)

優
良
農
機
具
実
演
展
示
会
ザ

動
力
耕
転
機
畦
立
競
技
会
}

被
害
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
競

菜
類
に
つ
い
て
は
特
に
多
数
出

品
し
て
下
さ
い
。

運
動
の
シ

i
ズ

開
催

市
主
催
第
三
回
農
産
物
品
評

会
を
次
の
通
り
聞
き
た
い
と
思

い
ま
す
か
ら
、

精
々
出
品
さ
れ

る
よ
E
y
御
準
備
顧
い
ま
す
。

街
今
年
は
県
主
催
の
優
良
農

機
具
実
演
展
示
会
や
、
動
力
耕

転
機
陛
立
競
技
会
も
同
時
に
開

催
い
た
し
た
い
と
交
渉
中
で
あ

り
ま
す
。

一
、
主
催

二
、
期
日

科
学
者
の
に
ま
ご
の
展
示
会
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種

幸良

十
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
、
市

一
ま
し
た
。
作
品
の
優
秀
な
も
の

内
小
学
校
の
科
学
作
品
展
示
会
一
に
十
日
市
数
育
委
員
会
か
ら
次

が
、
水
族
館
ホ
ー

ル
で
聞
か
れ

一
の
人
遥
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
富

健
康
の
増
進
と
レ
グ
レ
ェ
ー

シ
ヨ
シ
を
目
標
と
し
て
各
地

区
に
お
い
て
は
そ
れ
よ
¥
運

動
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

十

月

十

七

日

経

回

十

月

三

十

一

日

道

下

十
一
月
三
日
魚
措
伸
、
上
中
島

相
官
倉
、
上
野
方

加
積
九

片

貝
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魚

種

市

十
一
月
上
旬

〈
二
日
間
)

魚
種
西
部
中
学
校

及
び
附
近
圃
場

四
、
開
催
要
領
昨
年
に
準
ず
る

今
年
は
台
風
に
よ
る
果
実
の

語

。

一キ
ノ
コ
の
見
分
け
方
。

一
ま
一
毒
ゴ
ケ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

一
や
一
い
よ
(
秋
も
深
一
市
内
の
ど
の
山
に
も
い
た
る
所

-
b一
く
な
っ
て
お
山
や
林
一
に
生
え
て
「
キ
ノ
コ
」
取
り
は

一
ド
一
の
あ
ち
と
ち
か
ら
ユ
市
民
の
一
日
の
行
楽
の
中
心
に

打

Hr--7こ
が

顔
を
出
一
な
り
ま
す
。

十
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
一
然
し
毎
年
こ
の
頃
に
な
る
と

ー

l
i
l
i-
-
-
l
i
l
i
--
一
「
キ
ノ
コ
」
の
中
毒
で
大
切
な

天
気
予
報
を
利
用
し
て
頂
く
。
は
是
非
市
農
綜
課
べ
一
応
御
相

一命
を
落
し
た
り
、
ひ
ど
い
目
に

換
金
に
つ
い
て
零
へ
で
も
春

談
し
て
下
さ
い
o
農
林
課
で
は
一
会
う
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

場
の
馬
糧
が
不
足
し
て
、
大
麦
市
内
の
果
樹
の
各
々
の
種
類
の
一
一
寸
し
た
不
注
意
か
ら
こ
の
よ

一
俵
買
っ
て
も
千
七
百
円
で
す
品
種
の
適
否
を
果
樹
闘
芸
振
興
一
号
な
事
件
が
起
る
こ
と
は
誠
に

か
ら
、
自
給
で
き
る
も
の
を
現
金
と
共
同
し
て
、
こ
L
数
年
前
一
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

金
買
い
す
る
事
は
難
儀
な
も
の
よ
り
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
し
一
意
ゴ
ケ
の
見
分
け
方
に
つ
い

で
す
。
そ
の
他
鶏
の
エ
サ
に
よ
て
、
今
後
適
地
適
品
種
を
奨
励
一
て
は
誰
れ
で
も
よ
く
知
っ
て
い

し、

栄
養
体
は
青
刈
り
し
て
飼
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
る
一
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
念

v

の
で
あ
り
ま
す
。
お
尋
ね
の
苗
一
の
為
め
二
、
三
を
記
し
て
見
ま

A
Z
4滋
f
'
木
の
御
注
文
も
貴
方
の
希
望
果
一
し
よ
う
。

O
，ずに
b
i
樹
の
種
類
と
植
え
る
場
所
の
土
一
①
色
が
昆
た
だ
け
で
毒
々
し
い

オ

J
O

質
と
そ
の
他
の
希
望
条
件
を
そ
一
も
の
は
毒
の
キ
ノ
コ

斜
に
よ
し
、
五
月
上
旬
す
き
こ
え
て
、
今
月
末
ま
で
に
市
農
林
一
@
キ
ノ
コ
の
茎
が
た
て
に
さ
け

ん
で
、
堆
肥
代
り
に
し
て
頂
く
課
へ
斡
旋
願
い
を
さ
れ
た
方
が
一
る
の
は
食
べ
ら
お
る
が
、
さ

の
も
結
構
で

す

。

賢

明

か

と

思

い

ま

す

o

時
期
が
一
く
時
に
途
中
で
く
ず
れ
る
の

問
果
樹
の
苗
木
を
注
文
し
た

・お
そ
〈
な
り
ま
す
と
、
良
い
苗
一
は
毒
の
キ
ノ
コ

い
の
で
す
が
、
信
用
の
出
来
木
の
入
手
が
困
難
と
な
り
ま
す
一
③
キ
ノ
コ
か
ら
牛
乳
の
様
な
白

る
苗
木
業
者
又
は
斡
旋
先
を
の
で
、
早
〈
申
込
み
を
さ
れ
ま
一
い
汁
や
黄
色
な
液
を
出
す
も

お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。
す
よ
う
お
す
ふ
め
し
ま
す
。

‘
一
の
は
毒
の
キ
ノ
コ

-
@
強
い
悪
臭
の
あ
る
も
の
は
毒

答
果
樹
の
苗
木
の
御
注
文
に

の
キ
ノ
ヨ

校
名
'
一

氏

名

道

下

一富
川
宜
英
外
三
名

上
中
島

一今
井
加
代
子
、
久
崎
富
子

下
野
方

一林

訟

子

H
H

一小

援

臨

彦

村

木

一鷹

休

昭

夫

F

一す
が
の
け
い
こ

』

一き
の
し
た
あ
き
と

町

一
高

月

啓

子

金

井

南

津
子

舟

田

純

子

堺

雅

晴

佐

伯

章

横

井

文

明

広

出

品

名

海

岸

で

の

調

査

育

浮

草

の

研

究

天

気

と

梨

の

病

気

角

川

の

石
ノし
ら
ベ

電

気

犠

関

車

草

花

の

そ

め

も

の

三、
白会
場

津 市

気

孔

の

研

究

一

大

粉
石
け
ん
の
性
状
一
グ

季

節

だ

よ

り

一

グ

気

孔

の

研

究

一

グ

食
塩
の
結
晶
に
つ
い
て
一
酉
中

一
肩
鹸
溶
液
中
に
お
け
る
一
定

一繊
い

の

強

さ

一

-E

魚

日
時
場
所
等
が
変
更
致
し
ま
し
た
ら
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

備
考

実
雄

御
原
記

柏

中

保
育
料
金
が
変
る

こ
と
に
な
り
・
ま
し
た

と
こ
ろ
が
「
キ
ノ
コ
」
の
種
類

が
何
千
も
あ
り
ま
す
の
で
、
と

の
条
件
が
、
全
部
が
全
部
あ
て

は
ま
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

一
層
よ
く
気
を
つ
け
ね
ば
な
り

ま
せ
ん

例
へ
ば「
タ
マ
プ
ダ
ケ
」
は
明
る
い

ベ
に
色
を
し
た
、
美
し
い
か
さ

の
食
用
キ
ノ
コ
で
す
が
「
タ
マ

ゴ
テ
シ
グ
ダ
ケ
」
は
強
い
毒
を

も
ち
な
が
ら
お
と
な
し
そ
う
な

白
色
の
カ
サ
で
あ
り
、

ド
ッ
グ

ル
ダ
ケ
は
そ
れ
に
あ
た
っ
た
ら

命
を
失
う
ほ
ど
の
強
い
毒
が
あ

り
ま
す
が
、

茎
は
ま
っ
す
ぐ
に

き
け
ま
す
。

こ
の
様
な
例
は
幾
つ
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
結
局
昔
か
ら
食
ペ

て
い
る
も
の
を
食
ベ
る
よ
り
外

あ
り
ま
せ
ん
。

間
衰
を
ま
乙
う
と
思
い
ま
す

一

が
六
月
の
空
の
わ
る
い
こ
と

一

や、

農
作
業
の
い
そ
が
し
い

一

こ
と
、
跡
田
の
誠
放
す
る
事

|
一

等
を
想
い
合
せ
る
と
た
め
ら

一

は
れ
る
の
で
す
。

一
審
無
理
の
な
い
御
相
談
で
す

一
が
年
間
三
百
万
屯
も
食
糧
を
買

一う
国
で
あ
り
、
其
の
国
の
農
業

東
大
名
誉
教
授
理
学
博
士
辻
一者
と
し
て
、
少
し
で
も
増
産
し

村
太
郎
氏
は
、
埋
没
跡
発
掘
当
一
て
頂
く
意
味
で
頑
張
っ
て
頂
き

時
か
ら
関
係
が
深
い
斯
界
の
権
一
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

威
者
で
す
o
十
四
日
黒
部
峡
谷
一
こ
ま
か
い
事
を
申
し
上
げ
る
よ

の
地
質
研
究
の
帰
り
埋
没
林
館
一
ろ
で
あ
の
ま
す
が
、
一
寸
の
心

に
立
寄
ら
れ
た
が
J
」
の
折
「
設
一
が
け
で
稲
作
に
支
障
な
し
に
作

備
が
完
全
一
に
整
っ
て
い
る
の
に
一
ら
れ
、
同
一
圃
場
で
米
三
石

感
心
し
ま
し
た
」
と
激
賞
さ
れ
一
と
っ
て
叉
麦
ニ
石
と
る
。
跡
固

た
。
市
で
は
特
別
天
然
記
念
物
一
の
減
収
は
本
田
で
太
る
分
を
苗

に
指
定
さ
れ
る
様
、
努
力
を
つ
一
代
で
育
成
す
る
意
味
で
良
苗
を

ど
け
て
い
ま
す
o
'

'

つ
ぐ
る
。
空
模
様
は
ラ
ジ
オ
の

(昭和昨9月畑)
第三種劃鞭物認可

ハ写

隠

道〉

倉

し
て
算
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
牧
入
の
認
定
に
つ
き

.

ま
し
て
は
、
各
家
庭
に
つ
い
て
・

実
態
を
調
査
致
し
ま
し
た
。
保

育
軒
算
出
の
結
果
、
改
訂
前
よ

り
相
当
に
高
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
決
定
通
知
書
は
今
月
中
旬
・

各
保
護
者
に
通
知
し
て
、
十
月

分
よ
り
徴
牧
致
し
ま
ず
か
ら
御

諒
承
下
さ
い
。

白
河

今
年
度
の
保
育
所
入
所
周
章

の
保
育
斜
は
魚
津
市
の
徴
政
規

程
に
依
っ
て
決
め
た
も
の
で
す

が
、
今
度
厚
生
省
か
ら
一
律
に

徴
牧
の
基
準
を
示
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
全
国
一
律
に
算
定

す
る
も
の
で
、
さ
き
に
と
の
広

報
紙
上
に
も
一
部
の
せ
ま
し
た

よ
う
に
、
そ
の
抱
章
世
帯
の
月

の
金
牧
入
を
認
定
し
て
、
そ
の

額
を
世
帯
人
員
別
の
表
に
照
ら

真

成

は

自

の

辻
村
博
士
の

埋
没
林
観
察

911の、税zr

46.532人

1件

25件

〈第54号)

婚

姻

全
国
交
通
安
全
運
動
が
十
月
二
十
一
日
ニ

か
ら
三
十
一
日
設
で
実
施
せ
ら
れ
ま
す

ご

皆
さ
ん
、
交
通
事
故
を
な
く
し
、
閉
る
い
衡
を
つ
く
る
た
め
に
=

交
通
道
徳
を
お
互
に
守
っ
て
事
故
を
防
止
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
=

魚

湾

警

察

署

=

男
女
亡死

口

男
女
生出

人

離

女寄


